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利用・用途・応用分野

排水路や水路の溢流・浸水被害の防止

目的・課題 解決ポイント

排水路などの水路では、時間雨量が多く、
雨水の流入が集中した場合、流速が速い
ために許容水量内であっても、屈曲部に
流れに渦や波動、空気の巻き込みが生じ、
局所的な液面上昇を引き起し、水路から
水が溢れ浸水被害が発生することがある。

流路内、特に屈曲部や流路幅が変化す
る箇所での液面上昇を抑制し、溢流を防
止することができる整流装置を提供する
ことを目的とする。
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液体流路の向きが水平方向に変化する屈
曲部に設けられる整流装置で、液体流路
の底面に対して平行、かつ上下に所定の
間隔をおいて設置される複数の水平板と、
複数の水平板を液体流路に固定する固定
手段とを備えたものである。

水路２へ多量の雨水が流入した場合、屈
曲部２Ｂにおいては、水平板１０及び垂直
板２１によって水の渦や波動が強制的に
整えられる。その結果、水は速やかに流
下し、局所的な液面上昇を抑え、屈曲部２
Ｂ付近からの溢流を防止することができる。
水路の幅や水路の形状に適合させること
が容易であり、既設の水路に設置すること
できるため施工性が優れている。 

本発明は、流路の向きが変化する屈曲部
などの液面が上昇する可能性のある箇所
において、液体の乱れを整え、溢流を抑
えるための整流装置である。
複数の水平板を流路の向きが水平方向
に変化する屈曲部に設置するようにした
ので、屈曲部などの箇所での局所的な液
面上昇を抑制し、溢流、浸水被害の発生
を防止することができる。 
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